
様式１ 令和５年度　　山梨県立山梨高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

①ICTの活用等による個に応じた指導の充実 学校評価ｱﾝｹｰﾄ、
授業ｱﾝｹｰﾄ

②学習意欲を高め、予習、授業、復習を軸とした学習
習慣の確立につながる学習評価の実践

学校評価ｱﾝｹｰﾄ、
授業ｱﾝｹｰﾄ、定期
試験

③生徒同士や多様な他者との協働による、より良い
学びの生成のための探究的な学習活動の充実

TS事後ｱﾝｹｰﾄ、ﾎﾟｰ
ﾄﾌｫﾘｵ作成状況

①朝読書や学校図書館等の積極的な利活用による
読書活動の充実

朝の読書ｱﾝｹｰﾄ、
図書館利用・貸出
状況の調査

②自己有用感・自己効力感を育む多様な体験活動の
推進

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動状況
及びTS事後ｱﾝｹｰﾄ

③主権者として意欲的に社会参画する力を醸成する
ためのクロスカリキュラムの推進

学校評価ｱﾝｹｰﾄ、
授業ｱﾝｹｰﾄ

①感染症対策を前提とした健康で活力ある生活を送
る土台となる基本的生活習慣の確立

学校評価ｱﾝｹｰﾄ

②他者と協働してより良いものを創り上げる生徒会
活動・部活動の推進

学校評価ｱﾝｹｰﾄ、
生徒会誌による活
動状況の検証

③命を守る「自助・共助」の行動につなげる安全・防
災教育の推進

学校評価ｱﾝｹｰﾄ、
行事の検証

①ホームページ等を利用した定期的な情報発信や学
校訪問等による広報活動の充実

学校評価ｱﾝｹｰﾄ、広
報物の検証、ｵｰﾌﾟﾝｽ
ｸｰﾙへの参加状況

②地域の行事やボランティア活動への積極的な参加 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動状況、
学校評価ｱﾝｹｰﾄ

③教員の働き方改革の取組として、外部人材の活用
による校務の精選・効率化

外部人材活用実
績、学校評価ｱﾝｹｰ
ﾄ

・自分たちのおかれている状況を的確にとらえ適応していく
ことができるのは生徒が成長している証しだと思う。
・地域との交流を進めていくことは、生徒が社会人になった
時に必要な資質を養うのに大変良い。
・コロナ禍を経験した生徒が受けているマイナス意識をでき
るだけ早く取り除いてあげたい。
・高校生だからできる地域貢献を積極的に進めたい。
・今後も「防災教育」はますます必要かと思う。ぜひ、今の取
り組みを続けてほしい。
・規則正しい生活は体の事を考えればすごく大事なことです
が、大人もその時代には同じことを言われていました。自分
の体は自分で大切にするという方向へ導けると良いと思い
ます。

・生徒が登下校で挨拶する姿をよく見かけ、とても気持ちが
良い。これからも指導を続けてほしい。
・ホームページはとても充実した内容だと思う。
・今後も今の取り組みを頑張って続けていただければと思
う。
・広報活動は競争の激しい高校にとっては特に重要だと思
う。
・一方的な発信だけでなく、双方向のやり取りは今後さらに
必要になると思う。外部人材は特に保護者の関わりをより強
くしていくことが学校運営上必要になってくると思う。
・だた発信するだけではなく、想いを載せると良いと思いま
す。
・生徒と先生の信頼関係を大事にしてほしい。

・外部の方との協働的な活動はとても良いと思います。
・「総合的な探究の時間」はとても良い活動だと思う。更に充
実されていくことを期待しています。
・来年度も今年度の目標を進め、生徒からの意見をたくさん
取り入れた授業展開を図る。
・ICTの活用については、学習目的に留まらず、社会生活を
見据えた活用が求められる。外部の方との協働がなぜ必要
かをより生徒に理解させていくことが必要だと思う。
・まずは、先生方の活力を大事にして欲しい。生徒たちは先
生方をよく見ています。先生も楽しいと思える授業を考えて
みてはと思います。

・取り組みがとてもよいと思います。すぐには結果は出ない
と思いますが、少しずつでも良い方向へ向かっていると思い
ます。
・図書館利用者も増加し、とても良いことだと思う。本から知
識を得て、３年間の学校生活で生徒が人への思いやりや優
しい心を育める指導へつなげてほしい。
・図書館利用者が増加しているのは学校の取り組みの成果
であり、今後も読書の効果を実感させる取り組みを工夫した
い。
・ボランティア活動は、自分自身を見つめる上でも、大切で
ある。
・「ボランティア」をより多くの人たちに理解を求めていくこと
は本当に難しいことである。
・主権者教育がどのように自分たちの未来にリンクしていく
かを実感させたい。

4

4

4

4

校訓「至誠無息」をあらゆる生活の中での心得として、常に目標や理想を高く掲げ、真摯に生きる生徒の育成

学校関係者評価

実施日　（令和６年２月１６日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

Ⅳ 地域や保護者に信頼される学校づくり

山梨県立山梨高等学校校長　清水　規与美

・今後も研修を続けるとともにＣｌａｓ
ｓｉ等の学習コンテンツの活用を積
極的に行い、個に応じた指導の一
層の充実を図る。

・来年度は新しい運用方法で観点
別評価を行い、より適切な評価と学
習効果の向上に繋げていく。

・外部の方との協働的な活動をさら
に取り入れ、探究的な学習活動を
充実させる。

Ⅱ 誇りと気概を持ち、自他を敬愛する豊かな心を持つ生徒の育成

Ⅲ 生命や人権を尊重し、心身ともにたくましい生徒の育成

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

1

年度末評価（２月１４日現在）

Ⅰ 学びの本質に迫り、自ら考え、判断し、表現できる生徒の育成

・ＳＮＳ等を利用した情報提供を積
極的に進め、保護者や地域の方々
に学校についての情報を発信して
いく。
　

・地域との信頼関係づくりのための
活動について検討していく。
　

・保護者や地域に働き方改革の必
要性への理解を求め、部活動以外
の場面においても学校行事等を中
心に外部人材活用を推進していく。

Ａ

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

評価

・ほぼ毎日更新する学校ホームページ
や、年に２度発行する広報誌等により、
学校外部への情報発信に努めた。

・部活動等の活動として地域の行事に参
加したり、ボランティア活動への参加者も
増加するなど、地域との関係を深めるこ
とができた。

・部活動において地域の専門家やOB等
を外部指導者として活用することにより、
校務の効率化を図っているが、職員アン
ケートの校内人事の負担に関する設問
は低い評価となっている。

3

新しい生活様式を踏まえたなか
で、生命や人権を尊重し、心身共
にたくましい生徒の育成

4

地域や保護者に信頼される学校
づくりの推進

・読書は家庭でもできる活動ではあ
るが、まずは学校図書館の利用を
さらに促す取り組みについて検討し
ていく。
　

・校内では、ボランティアに関する
情報の発信や企画立案を積極的に
行っているが、家庭にはその様子
が伝わっていない部分もあるので、
家庭との協力体制構築の為にも状
況の改善に努める。
　

・主権者教育は、公民科だけでな
く、教科横断的で組織的な取り組み
を検討していく。

Ｂ

Ａ

Ｂ

・「食事や睡眠時間など健康を意識
して生活する」の結果は、特に保護
者で低めの評価となっている。生活
習慣の確立について家庭と協力し
ていく必要がある。

・生徒自らが主体性を持ち、地域と
交流できる協働体制を構築してい
く。

・今後も被災地支援ボランティアも
含め、多様な形で安全・防災教育を
組織的に行っていく。

2

誇りと気概を持ち、多様化する価
値観を受け入れながら自他を敬
愛する豊かな心を持つ生徒の育
成

・朝読書や読書の啓発活動にも取り組
み、１２月までの図書館利用者数で、昨
年度１，７７１人から今年度１，８５７人と
僅かではあるが増加し、読書活動の活
性化に少しずつ繋がってきた。
　

・梨高ボランティアユニット「ウーバ」の働
きかけによりボランティア活動参加者も
R4年度のべ145人からR5年度のべ282
人（2月2日現在）と活動の推進に繋がっ
た。
　

・授業の中で主権者教育を行ってはいる
が、組織的な取り組みを推進することが
できなかった。

自ら考え、判断し、表現できる生
徒の育成を目指す、個別最適な
学びと協働的な学びの充実

・学校全体で感染症対策に取り組むこと
ができた。校内での学校評価アンケート
結果では、職員、生徒ともに高い評価で
あった。
　

・コロナ感染防止のための行動制限が緩
和され、生徒会活動や部活動の中で他
者と協働する機会を持つことができ、学
校評価も良い評価となっている。
　

・通常の避難訓練や安否確認訓練に加
えて、今年度は予告なしの避難訓練も実
施できた。また、３月には能登半島地震
の被災地支援を計画し、２０名の生徒が
現地での支援活動に参加し、「共助」の
意識づくりに繋げることができた。

自己評価結果

・ＩＣＴ機器を活用した指導の充実に向け
て、職員研修会を２回実施した。
　

・新学習指導要領に基づいた新しい観点
別評価での実践２年目となり、様々な課
題も出てきたことを受け、来年度に向け
て、運用方法等の見直しを行った。
　

・校外学習や「総合的な探究の時間」な
どを通して、生徒同士や外部の方と探究
的な活動を実施することができ、学びを
深めることができた。


